反応と合成の進歩シンポジウム
要旨テンプレート
　（1広島大薬，2宮島製薬）○見本太郎1，三原次郎1，尾道三郎2　
「反応と合成の進歩シンポジウム」講演要旨は，A4判・縦・モノクロ・1ページです。

Wordファイルで作成後，pdfファイルに変換してアップロードして下さい。文字化け防止の為，必ずフォントを埋め込んで下さい。締め切りは8月22日（金）です。
このテンプレートに上書きするか，下記の指示に従い要旨を作製して下さい。
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構造式はACSフォーマットを基準に作製し，必要に応じて拡大あるいは縮小して下さい。本テンプレートに上書きするか，下記の要領に従って新たに新しい描画キャンパスを挿入して作製して下さい。要旨は白黒で印刷されます。
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図１．要旨テンプレートのフォーマット形式





図２．新しい描画キャンパスの挿入
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